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更年期症状による経済損失は年間1.9兆円

令和６年２月経済産業省「女性特有の健康課題による経済損失の試算と健康経営の必要性について」

女性特有の健康課題による社会全体の経済損失（試算）
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知らない 聞いたことはあるが、内容について詳しく知らない よく知っている

「女性ホルモンや男性ホルモンの変化が健康に影響を与えること」について知っているか

更年期に関する理解度は当事者世代でも高くない。
男性はどの年代においても「よく知っている」の割合は 1 割程度
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40～50代の女性の半数以上が更年期関連症状※を自覚
更年期障害に関わる症状の有無と認識

出典：内閣府「男女共同参画白書 令和6年版」 データ：内閣府「令和5年度 男女の健康意識に関する調査」
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女性（40～59歳）

症状があり、更年期障害だと思う

症状はあるが、更年期障害かどうかよくわからない

症状はあるが、もともとの体質だと思う

症状はない

※更年期障害の具体的な症状を例示し、
実際に更年期障害であるか否かにかかわら
ず、そのような症状がある人を「更年期障
害に関わる症状がある」としている。
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集中力低下・意欲低下などで仕事のパフォーマンスが低下
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集中力が低下した

イライラすることが多かった

精神的に不安定になった

仕事への意欲が低下した

記憶力が低下した（物忘れが増えた）

判断力が低下した（誤った判断やミスが多くなった）

人にあたってしまった

仕事に必要な対人交流を避けるようになった

欠勤が多くなった

遅刻、早退が多くなった

特に支障はなかった

更年期症状がパフォーマンスに及ぼす影響



|  0 5

約２割の方が仕事を辞めたか辞めることを検討
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仕事を辞めることを検討した

仕事を辞めた

労働時間や業務量が減った

転職した

人事評価が下がった・降格した

休職した

雇用形態が変わった（正社員→非正規社員、契約社員→パート・アルバイトなど）

重要な案件を降りた

昇進を辞退した

部署を異動した

その他

仕事に影響はなかった

答えたくない

更年期症状の就業状況への影響

「更年期と仕事に関する調査2021」（ＮＨＫ、（独）労働政策研究・研修機構、（一社）女性の健康とメノポーズ協会、NPO法人POSSE）
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男性の７割、女性の５割が症状に対処していない

出典：内閣府「男女共同参画白書 令和6年版」 データ：内閣府「令和5年度 男女の健康意識に関する調査」

更年期障害に関わる症状への対処法
（更年期障害に関わる症状が見られ、更年期症状だと思う40～59歳女性、40～69歳男性）
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企業による女性の健康支援における課題は
「何をしたらいいかわからない」が最多

東京都「都内で働く女性3500人＋企業担当者200人へのアンケート調査」（2023）

女性の健康課題についての対策や従業員のサポートを行う上で、困っていること・
課題となることは？


